
青少年の発達にテレビは影響を及ぼすか

魚谷詩織1 無藤 隆2

不安な気持ちの現れや社会的ノレール違反額向を指標とし、テレどを中心とするメディア

接触が青少年の意識や行動に及ぼす影響を検討した。首都冨40km圏内から無作為抽出さ

れた小学5年生(第1田謂査)とその保護者1500組に対して、 2001年2月より、毎年1回

4年間の追跡謂査を行った。第 1@l謂査時での中学2年生、第4回調査時での小学5年生

と保護者それぞれ350組ずつも調査対象とした。思春期の発達的変化がみられるとともに、

子どもの社会的ルール違反傾向や不安な気持ちを高める要菌は多様で、あること、その中で、

テレビを中心とするメディアの要因も含まれることが示された。

問題・目的

この調査の目的は、テレビを中心とするメディア接

触が青少年の意識や行動に及ぼす影響を検討すること

にあるc テレビは情報収集の手段として、また娯楽と

して、青少年の生活にとって身近なメディアとなって

いる。 地方、青少年の問題行動の一因としてテレビの

影響があるのではないかと懸念する意見もあり、また、

そのような研究結果も得られている (Cantor，2000; 

Huston， Donnerstein， Fairchi1d， Feshbach， Katz， 

Murray， Rubinstein， Wilcox， & Zuckerman， 1992)。

この点について、自本でもいくつか研究謂査はなされ

てきたが、それらは、ある時期の青少年の意識や行動

とテレビ視聴との関連(相関関係)を分析するにとど

まっているc 因果関係を分析するためには、青少年の

或長を追跡し、時間的に先行する要因がその後の行動

に彰響を及ましているかを明らかにすることが欠かせ

ない。本調査では小学5年生の子どもが中学2年生に

なるまでの4年間を年1回の謂査で追跡し(無藤・111

浦・角谷， 2000， 2001， 2002)、テレビを中心としたメ

ディア接触の影響を子どもの発達退程・生活空間の中

で捉える G

方法

者それぞれに面接調査を行う D

各自調査の概要:表1

第4自調査対象者内訳:表2

第 1"'-'4由全自調査の有効回答:中学2年生721名〈男

子377名、女子344名)0全調査対象 (1500名〉からの有

効自答率 (48.1%)0第 2国語査以鋒対象者(1006名〉

からの有効率 (71.7%)。

中学2字三笠の分析対象:第 4@l謂査の有効自答者

778名

4卒互ぎの変危の分析対象 J全自謂査の有効自答者

721名

結果と考察

1 .中 2の子どもたちの現況と過去4年間の変化

計子どもの生活背景

小学生よりは缶下しているものの、中学2年生でも、

約75%が何らかの習いごとをしているo 中2現在、最

も多くの子どもがやっている習い事は、男女とも f学

校の勉強のための塾J(男子;39%，女子;33%)であ

り、小学生の時と比べ、お稽古事から学習塾への変化

がみちれるc

また、就寝持関も遅くなり、「ほとんど毎呂Jll時以

降まで起きている子どもの警合が最も多くなる〈男

子:39%、女子:52%)0 

b)子ども専用のメディア使用

調査地域:首都圏40km醤内(無作為抽出法による対 子ども部屋でのテレゼ所有率は、男子が44%、女子

象者拍出入 が40%で、これは小5から学年が上がるにつれ増加し

調査方法:調査員が対象者宅を訪問し、子ども、保護 ているo 多くの子どもが自分専用に持っている物は、

キーワード:青少年、テレビ、不安、社会的ルール違反
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表l 各国謂査の概要

第 l自 第21E1 第3田 第4自

第l回調査の有効匡答者で
小学5年生の子どもとその

第 1@1調査の有効回答者で 第1回寵査の有効回答者で ある中学2年生とその主た
主たる保護者1500組(比較

謂査対象者
対象として中学2年生とそ

ある小学8年生とその主た ある中学1年生とその主た る保護者1006組(比較対象

の主たる保護者350組)
る保護者1006組 る保護者1006組 として小学5年生とその主

たる保護者350組)

実施時期 2001年 2 月 16日~2 月 25 日 2002年 2 月 15 日~3 月 10日 2003年 2 月 14 日 ~3 月 s 日 20例年 2 月 13日~3 月 7B

有効回答 小学5年生1006名 小学8年生882名 中学1年生843名 中学2年生778名

子ども

全諒査対 (質開iこ1間でも 1006手呂(67.1%)

象(1500名)
回答したもの)

からの有
保護者・

効自答
子どもとも

964組(64.3%)

中学2年生216名

比較対象 子ども

(350幸畠)
(質爵に 1間でも 216組(61.7%)

毘答したもの)

保護者・
192ま旦(54.9%)

子どもとも

子ども

lレ//// 
第 2題以降 (震構に 1間でも

対象者 匿答したもの)

(1006名)
からの 保護者・
有効笥答率 子どもとも

表2 第41E1調査対象者の内訳

保護者の属性別

総数
母親 父親 その他

保護者

無自答

404 369 20 3 12 
子どもの属性

女子 374 332 22 3 17 

合許 778 701 ~ 6 29 

男子では「テレビゲーム機J(75%)、fけいたいゲーム

機(ゲームボーイなど)J (56%)、「けいたい音楽プレー

ヤーJ(42%)、「けいたい電話.PHSJ(40%)の顕で、

その次に fテレピJ(34%)であるo 女子では、「けい

たい電話・PHSJ(55%)、fけいたい音楽プレーヤーj

(53%)、「けいたいゲーム機J(44%)、「テレビゲーム

機J(41%)、「ラジオ・ラジカセJ(39%)で、次に「テ

レビJ(30%)である。この4年で男女とも携菅電話が

急増している。また中学生になると女子のゲーム機の

所有率が怪下する。

c) テレビ視聴時間・視聴形態

平81日あたりのテレビ提聴時間は、 r2時間ぐら

いJ• r 3時間ぐらいjが男子で62%、女子で53%であ
るD また、男子の20%、女子の29%が、 4時間以上テ

レビを見ているo

よく見る番組は、男子辻、「笑いやコントなどのバラ

エティJ(71%)、fドラマJ(57%)、「アニメ・マンガj

(49%)の顕で、女子は「ドラマJ(77%)、「歌番組・
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882組(58.8%) 843手旦(56.9%) 778組(51.9%)

850畠(56.7%) 809組(53.9%) 74錦且(49.百%)

小学5年生301名

301組 (86.0%)

295組 (84.3%)

87.7% 83.8% 77.3% 

84.5% 80.4% 74.5% 

L一一一一一一一一一

音楽番組J(70%)、「笑いやコントなどのバラエティ j

(66%)の顕であるo 男女とも、学年が上がるにつれ、

fドラマ」、 f笑いやコントなどのバラエティj、「歌番

組・音楽番組jをよく見るようになる。保護者が子ど

ものテレビ視聴行動へどのように働きかけているかと

いう点に関しては、「子どもに見せたくない内容はチャ

ンネルを変えたりして見せないJ、「子どもの見る番組

や時間帯を決めているJが、学年が上がるにつれ減少

する。

d)テレビに対する意識

テレビがどの程度必要なものか尋ねたところ、「かな

り必要なものJという子どもが最も多く、男子で46%、

女子で45%である。次いで fあったほうが臭いていど

のものJ(男子;32%，女子:36%)、「絶対なくてはな

らないものJ(男子:20%，女子;19%)となっているo

fかなり必要なもの」という子どもは、小5かち学年

が上がるにつれ増加する。

暴力シーンをテレビで見たときの気持ちは、男子で

は fとくになにも感じないJ(38%)、「いやな気分にな

るJ(29%)、「ハラハラドキドキして夢中になるj

(21%)のJI震に多く、女子では fいやな気分になるj

(46%)、fこわくて昌をつぶるJ(26%)、「とくになに

も感じないJ(22%)の膿に多いというように男女で異

なる。また、男女とも、「とくになにも感じないJ子ど

もは、小5から学年が上がるにつれ増加する。



バラエティ番組などで、笑いをとるために他の人に

物を投げたワ叩いたりからかったりする場面に対して

も男女で異なり、男子では、「どちらかというとf笑い

をとるためにはやってもかまわない』に近いjが最も

多く (39%)、女子で詰「どちらかというと fいくら笑

いをとるためとはいえ、そういうことはよくないjに

近いjが最も多かった (40%)0これに対し、正義のた

めに栢手を劉すなどのシーンに対しては、男女とも「ど

ちらかというと『正義のためであれば、力で相手をた

おすことはいいjに近いjが最も多かった(男子;42%， 

女子;45%)。小5から学年が上がるにつれ、男女とも

笑いをとるために他の人に物を投げたりたたいたりか

らかったりする場面に対して、 rr笑いをとるためには
やってもかまわないj(rどちらかといえば』も含む)
に近いj、rr正義のためであれば、力で相手をたおすこ
とはいいjUどちらかといえばjも含む)Jが増加して

おり、笑いや正義のための暴力を容認する子どもの蔀

合が高まる。

e)テレビゲーム

テレビゲームがどの程度必要なものかを尋ねたとこ

ろ、男子では「あったほうが良いていどのものjが47%、

「かなり必要なものjが30%であるのに対し、女子で

は「なくてもぜんぜん圏らないもの」が55%、fあった

ほうが良いていどのものjが36%だった。そもそも女

子は男子に比べ、テレビゲームを必要とする子どもの

割合が缶い上に、学年が上がるにつれ減少する。テレ

ビゲームの楽しいところを、テレビゲームをやったこ

とがある子どもに尋ねたところ、男子では「友だちと

共通の話題がもてることjが最も多く (60%)、〈分母

はテレピゲームをやったことがある子ども)、女子では

r 1人で遊べるところjで39%だった。男女とも、学
年が上がるにつれ日人で遊べるところjが増加するD

。インターネット・電子メール

パソコンや携帯電話を用いての電子メールのやりと

りの頻震辻男女とも「ほとんど毎日jが最も多いが、

男女別に法男子より女子のほうが多い〈男子;29%く

女子:54%入一方、男女とも「電子メールは使えないj

子どもも多く、特に、女子より男子で多い(男子;

24%>女子:12%)0 

電子メール以外のインターネットの使用状況は、男

女ともf自分の趣味や好きなことに関する靖報を得るj

が最も多く(男子;53%，女子;59%)、ついで、「信

題や勉強、学校の関する調べごとをするJ(男子;

38%，女子;52%)であるD

g)家庭

家族とー絡にいるのが「とても楽しいJ(男子;

40%，女子;42%)あるいは「まあ楽しいJ(男子;

52%，女子;51%)子どもが90%以上であるD ただし、

「とても楽しいjの割合は学年が上がるにつれ、低下

する。保護者の主な悩み事としては、「子どもの受験の

ことJが最も多く(男子:50%，女子:45%)半数近

い。この誌かでは、「子どもの将来のことJ(男子;

39%，女子;29%入 f子どもの成績のことJ(男子;

37%，女子;31%)などである G 調査の対象見に関す

る髄み事としては、 f夜遅くまで起きているJ(男子;

36%，女子:40%)、「勉強をしないJ(男子:40%，女

子:31%)、「言葉づかいが悪いJ(男子:16%，女子;

35%)が多く、 fとくに悩みはないJ人は男子で24%、

女子では28%であるo また、メディア関連では fテレ

ビばかり見ているjは男子で16%、女子で9%、fテレ

ビゲームばかりしているjについては男子25%、女子

で4%である。

h)学校

学校を「とても楽しいjと感じる子どもは中 1から

中2にかけて男女とも減少し、かわって「まあ楽しいj

が増加するo 部活動は、男女とも85%以上が入ってお

り(男子:89%，女子:87%)、その 9割以上がr(rと
てもJ+rまあJ)頑張っているJ(部活動に入っている
子ども分母、男子94%，女子91%)。

i )友だち

どのような友だちが仲良しの友だちかを尋ねた結果

では、男女とも「いっしょに遊ぶ友だちjをあげる子

どもが最も多い〈男子:88%，女子:88%)。他に、男

女とも、「親友といえる友だちJ(男子:56%，女子;

67%)、「相談ごとをしたり、ほかの入には言えないひ

みつを教えあう友だちJ(男子:42%，女子:69%)が

多い。なお、小5から小6にかけて f椙談ごとをした

り、ほかの人には言えないひみつを教えあう友だちj

が増加する。

j )子どもの心理的な問題性

“社会的ルール違反傾向"に関して(“社会的ルール

違反傾向"とは、「子どもだげでゲームセンターなどに

行くJr夜おそくコンビニの前で友だちとしゃべるj
f知らない人の自転車をかつてに震うJrタバコを吸
うJr万引きをするJなど(当該年齢における)社会的
規範からの逸説を容認する傾向を指す。)、男女とも、

9個の選択鼓中では「子どもだげでゲームセンターな

どに行くJ経験がある、あるいはやってもよい、やっ

てみたいと思う子どもが最も多く(男子:54%，女子;

68%)、次いで、「夜おそくコンビニの前で友だちとしゃ
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べるjが多い(男子:18%，女子:15%)。学年が上が

るにつれ、「この中にはないjの割合が抵下し、 f子ど

もだけでゲームセンターなどに行くよ「夜おそくコン

ピニの話で友だちとしゃべるjが増加するo

子どもの“不安な気持ちの現れ"として、「イライラ

することj、「さみしくなることム「なにもやる気がし

ないこと」、「頭やおなかがいたくなることjがどのく

らいの頻度であるかを尋ねたところ、「イライラするこ

とJがfあるJ(fよく j十「ときどきJ)のは男子で59%、

女子で74%、「さみしくなること」が「あるJCfよくJ+

fときどきJ)のは男子で13%、女子で29%、「なにも

やる気がしないこと」が「あるJ(fよくJ+fときど

きJ)の辻男子で49%、女子で65%、「頭やおなかがい

たくなることJカ宝「あるJ(fよく j十「ときどきJ)の

は男子で30%，女子で42%であり、どの項目も女子の

ほうが「不安な気持ちjを経験している G

現在脳んでいることは、男女とも「成擦のことJ(男

子:47%，女子:49%)、「受験のことJ(男子;48%， 

女子47%)をあげる子どもが多いc 小5に比べ学年が

上がるにつれ男女とも fJ踏み事誌ないj子どもが減少

するo かわって'悩み事として増加しているのが f成績

のこと」、「受験のことj、「将来のことjである。「受験

のこと」は中1から中2にかザて急激に増加する[中

1 (男子;15%，女子:17%)く中2(男子;48%，女

子:47%) ]。

II.“社会的ルール違反傾向"や“不安な気持ちの現れ"

に影響を与えた要因

続いて、「社会的ノレール違反傾向」や f不安な気持ち

の現れJといった、対外的、心理的問題性を高める要

国には、どのようなものが含まれるのかを抽出するo

特に、小学5年生が中学2年生になるまでの 4年間を

遥した医果関係を検討する。その際、要因のーっとし

て、テレビを中心とするメディアに関わる要因を組み

込むことにより、それらの要国が青少年へどのように

影響を及ぼしているのかを検討する G

なお、本調査においては、“社会的ルール違反額向"

の低い11贋から、 f完全否認、群J(“社会的ルール違反傾

向"を示す選択肢のいずれも選択しなかった子ども)、

「ゲームセンター容認群J(f子どもだけでゲームセン

ターなどに行くjの選択肢のみを選択した子ども)、f容

認群JCf子どもだけでゲ)ムセンターなどに行く j以

外の選択肢を選択した子ども〉というグループを設定

して分析しているc 一方、“不安な気持ちの現れ"とし

ては、 fイライラすることj、「さみしくなることj、「な
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にもやる気がしないことJ、「頭やおなかがいたくなる

こと」の頻度からグループを設定した。

“社会的/レール違反傾向"や“不安な気持ちの現れ"

に影響を与えた要国として、これまでの多くの先行研

究を参考に、表3にあげる項目を仮説として描出したo

k)社会的ルール違長額向の特性

小学5年生から中学2年生の各時期において、“社会

的ノレール違反傾向"と関連の強い要因(項目〉を、相

関係数の検討により抽出した。〈表4 男子，表5:女

子)

その結果、男女とも、“不安な気持ちの現れ"の高さ、

友だちに叩かれたり蹴られたりすること、友だちを叩

いたり蹴ったりすること、家族でいることが楽しいと

感じないこと、両親に大切に思ってくれているとは思

わないほう、 11時過ぎまで起きている日数の多さが、

小・中学生の“社会的ルール違反額向"の高さと強く

関連していたD

上述の要因の中にテレビやメディアに関するものは

含まれていなかったが、男女別に関連をみると、男子

では、担任の先生との信頼感の怒さ、女子では、テレ

ビ提聴時間の長さ、テレビの必要性の高さ、暴力シー

ンを見たときにハラハラドキドキする、協み事がある

こと、悩み事として「成績のことjをあげること、仲

良しの友だちに「いっしょにいたずちをする友だちj

がいることが、“社会的ルール違反傾向"の高さと関連

しており、その中にテレビに関する要因が含まれた。

小学生と中学生で比較した結果、小学生の“社会的

yレール違反傾向"の高い子どもの特性としては、男子

では、テレビゲームで遊んだ後「スカッとするよ「本

当に同じことをしてみたくなるJといったテレビゲー

ムの要因、学校が楽しくない、悪さをしたことを自慢

する友だちがいること、 f~耳かを集めること J~こ夢中に

なっていることが関連している G 女子で辻、テレビで

見た暴力シーンを真叙すること、言うことを聞かない

と怖い友だちが仲良し記いること、保護者が子どもの

成績のことを楢んでいることなどが関連した。

また、中学生の“社会的yレール違反領向"の高さと

関連する要冒としては、男子では、「歌番組・音楽番組j

をよく見ること、見る番組を決めずにだらだらとテレ

ビを見ること、テレビと同じ方法で友だちを笑わそう

とすることがあること、バラエティでのからかいや暴

力を容認する傾向が高いこと、テレビゲームで遊んだ

後 fつかれた感じがするjこと、好きな歌手などの物

や情報を集めることに夢中になっていることなどが関

連している。一方、女子では子ども専用の物として携



表3 “社会的んーん違反傾向"や“不安な気持ちの現れ"，こ影響を与えると想定した要因

別
一
年
性
一
学

アレど視聴時間
子ども専用のテレビ所持
よく見る番組
テレビの見方〈ひとりで見ることが多い，等)
テレビ依存度(テレビの必要性，コマーシャノレに出てきたものを思わず費ってしまう，等)
テレビ観{見るだけでいろいろなことがわかる，等〉

11時 (12時)過ぎまで起きている日数
習い事
子ども専用のメディア(携帯電話など)
テレビゲーム所持
テレビゲームで遊ぶ時間
テレビゲーム観〈友だちと共通の話題ができる，等〉

テレビゲームをやった後の気分(スカッとする，等〉
テレビゲーム依存度(必要性)

インターネット[第4国語査のみ]

テレゼ

生活習慣

テレビゲー
ム

電子メール，

勉強への自信

自己
一人でいるのが好きなほうだ，スポーツ泣得意なほうだ，等

嫌な事があったときの対娃のタイプ(我慢するーやつあたりする，等)
夢中になっていること

同居家族構成
家族と一緒にいる楽しさ
親との信頼関係
保護者のテレビ接触頻度，よく見る番組
保護者のテレビ観

家嘉環境
保護者の子どもに対するテレビ視聴介入

保護者のテレビゲーム観
保護者の子どもに対するテレビゲーム介入
保護者の心理的不安な気持ちの現れ
保護者の悩み事
保護者の生活満足感
保護者の社会観

学校の楽しさ
学校環境 担任の先生との信頼関係

部活動への参加状況〈中学生のみ)

友だち関係
仲良しの友だち〈一緒に勉強をする，悪いことをしたことを自'慢する，等〉
学校での友だち関係〈友だちからたたかれたりげられたりすることがある，等)

社会観 真面目に頭張れば成功する，等

イフイフすること
寂しくなること

J心理的不安 何もやる気がしないこと
頭やおなかが痛くなること
悩み事(友だちのこと，成讃のこと，等〉

子どもだけでゲームセンターなどに千子く

社会的ルー
夜遅くコンビニの前で友だちとしゃべる

ル違反傾向
タノてコをすう

万引きをする
家出をする，等

帯電話やPHSを持っていること、「トーク番組jをよく

見ること、「テレビに霊場する人のようになりたいjと

思うこと、バラエティでのからかいや暴力を容認する

傾向が高いこと、テレビゲームで遊んだ後「ものたり

ないと思うjこと、相談事をしたり他の人には言えな

い秘密を教えあう仲良しがいること、家族や性格のこ

とを?当んでいること、保護者として、子どもと会話が

できないという悩みを抱えていることとの関連がみら

れた。

1 )社会的Jレール違反傾向の高さに影響を与えた要因

の分類

上述の要因が、その後の“社会的ルール違反傾向"

の高さにどの程度影響するのか検討した。表1にあげ

た要因を主成分分析により要因をまとめた後、残った

要国全てをT(ロー1)での独立変数(原因となる要因)とし、

Tωでの“社会的ルール違反傾向"の高さを従属変数

(結果となる要因)とした縦断的な重臣帰分析※1)によ

り検討した(2くnく4:nは時期を現す)0その結果、後
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IJ、5 (T1) 
表4 各碍期の社会的ルール違反傾向と関連する要因〈男子)

小6 (T2) 中1 (T3) 

不安な気持ちの現れが高い

中2 (T4) 

友だちに叩かれたり蹴られたりすること，友だちを叩いたり蹴ったりすること，仲間はずれにすることが多い

家族と一緒にいることが楽しくない

お母さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは恵わないほう

お父さんはいつでも自分のことを大切に患ってくれているとは思わないほう

1週間当たり日時過ぎまでおきているE数が多い
担任の先生は自分のよいところをわかってくれる

よく晃る番組 rクイズ・ゲームJ よく見る番組 r歌番組・音楽番組j
「その日見ることにしていた番組が終わったらテレビ

は見なしリことをしない
テレビゲームで遊んだ後「スカッとするj

テレビゲームで遊んだ後「同じことをしてみたくなるj

学校が楽しくないほう

テレビと同じ方誌で入を笑わせようと思ったことがある

バラエティにおける暴力ゃからかいを容認する傾向がある

テレビは f友だちとの共通の話題ができるjと思う仲良し:万引きなど悪さをしたことを自穫する友だち

夢中になっていること:何かを集めること テレビゲームで遊んだ後 f疲れた感じがするj

小5 (Tl) 

仲良し:相談事をしたり他の入には言えない秘密を教

えあう友だち

夢中になっていること:歌手などの物や情報を集める

表5 各時期の社会的ルール違反傾向と関連の強い要国(女子)

小 6 (T2) 中1 (T3) 

不安な気持ちの現れが高い

中2 (T4) 

友だちに叩かれたり競られたりすること，友だちを叩いたり競ったりすること，仲間はずれにすることが多い

平日 1日あたりの視聴時間が長い
暴力シーンを見たとき「ハラハラドキドキしてむちゅうになるj

テレビを必要なものとする程震が高い

1週間当たり11時過ぎまでおきている巨数が多い
イ中良し:いっしょにいたずちをする友だち

強みごと:成績のこと

「鑑み事はないjに「いいえj

家族と一緒にいることが楽しくない

お母さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わない沼う

お父さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

テレどでみた迂うりよくの場面をまねをしたことがある i 子ども専用の物:けいたい電話、 PHS
伸長し:言うことをきかないとこわい友だち ! よく見る番組:挟画

課護者のテレビゲーム観:子どものストレス発散に役

立つ

保護者の踏み事:子どもの成績のこと

保護者悩み事 rとくに?菌みはないjに「いいえj
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よく見る番組:トーク番組

よく見る番組:クイズ・ゲーム

テレビに登場する人のようになりたいと思ったことが

ある

バラエティにおける暴力ゃからかいを容認する傾向が

ある

テレビに登場する人のようになりたいと思ったことが

ある

コマーシャルで晃たものをおもわず買ってしまったこ

とカまある

テレビゲームで遊んだ後 fものたりないと思うj
テレビゲームで遊んだ後「とくに信も感じない」

1週間当たり12時過ぎまでおきている日数が多い
仲良し:椙談事をしたり他の入には言えない秘密を教

えあう友だち

悩みごと:家族のこと

悩みごと:性格のこと

対象児に関する揺み:会話がない



述の表 4"-'5~こ示す要因が、主たる影響要国となったc

それまでの子どもの“社会的ルール違反傾向"の高さ

がその後の“社会的yレール違反傾向"の高さを比較的

強く規定した(つまり、ふ5時点で“社会的ルール違

反額向"が高い子どもは、中2でも高い傾向がみられ

る〉が、それ以外の要因では、突出して強く規定する

ものはなかった。しかし、複数の要因が、弱いながら

も、複合的に作詞することで、後々の子どもの“社会

的ノレール違長傾向"の高さに影響する要因となること

が示されたc ただし、その影響プロセスは、男女で異

なるものであった。

縦断的重囲掃分析の涜れ

cp-
以下に、男女別に、影響プロセスを記す。

{i) 男子の“社会的ルール違反傾向"の富さに影響

を与えた要国

重田婦分析の結果、男子の“社会的ルール違長傾向"

を高める要因として、表eのような具体的項目があげ
られた。さらに、それを主成分分析※2)により整理する

と、 A'"'-'Gの7つに分類できた。(同じ分類としてカテ

ゴリ化された項目には、類似した性質の子どもが分類

されていると撞測できるJこれらの 7分類に栢当する

要国が、複合的に作用したとき、子どもの“社会的ノレー

ル違反傾向"を高める可能性があるo

具体的には、小5・小6の“社会的ノレール違反傾向"

(分類A)と、中 1の“社会的ノレール違反額向"(分類

G) とが、異なるカテゴリに分類された。これは“社

会的ノレール違反領向"がもともと高い子どもは、その

後も“社会的ルール違反傾向"が高い傾向はみられる

が、小学生から中学生になった時に、もともと“社会

的ルール違反傾向"が高い子ども以外の子どもでも、

“社会的ルール違反傾向"が高い子どもが増えたため

と考えられる G このほか、中 1での“社会的lレール違

反額向"の高さは、分類Gのように、「棺談ごとをした

り、;まかの入には言えないひみつを教えるう友だちJ

がいないこととも関連している。

そして分類B (バラエティ番組などで笑いをとるた

めに勉の人に物をなげたりたたいたりからかったりす

る場面に対して、「笑いをとるためにはやってもかまわ

ないjに近い、など〉にカテゴリ化された項目から推

灘できることは、小学5、 6年生におけるバラエティ

番組の影響である。この時期に、バラエティ番組をよ

く見たり、バラエティにおけるからかいの意味で桔手

をたたいたりする行為を容認する傾向のみられる子ど

もは、中 2現在で、“社会的ルール違友額向"が高いこ

とと関連しているc ここから指摘できることは、小学

生のうちはそれが笑いをとるための一蔀というもので

あっても、子どもによっては何らかの行動に、後々影

響がみられる可能性があるということである。

{ii) 女子の“社会的ルール違反傾向"の高さに影響

を与えた要国

重田嬉分析の結果、女子の“社会的ルール違反額向"

を高める要因としては、表7の具体的項自があげられ、

さらに、主成分分析により、 A'"'-'Kの1Hこ分類できたc

女子の場合も、これらの11分類に椙当する要因が、複

合的に作用したとき、子どもの“社会的ルール違反額

向"を高める可能性が示唆されたD

中1では、“社会的ルール違反額向"と fいっしょに

いたずらをする友だちjとがひとまとまりとなった〈分

類A)o

小5で11詩過ぎまで起きている日数が多いこと(分

類E)は、小6では関連しなかったが、中2の“社会的

fレール違反傾向"の高さと関連しているo 分類E!tこは、

この廷か小5でのテレビ視聴時間が長いこと、小6で

保護者が「子どもの成績のことで悩んでいるjことが

含まれ、小学生時代の、生活リズムと学業への姿勢が

その後の“社会的ルール違反傾向"の高さに影響を与

える可語性があるc

また、小学生の時期に、子ども専用の物として fテ

レビjを所有していること(分類C)や、小Gでテレ

ビを重要視すること(分類D) は、その後の“社会的

y レール違反傾向"の高さに影響をあたえているo そし

て、中 1で子ども専用の物としてfテレビゲームを持っ

ているjと回答している子どもとの関連もみられるこ

とから、ある種のメディアへの依存が、その後のルー

ル違反額向と関連しているD

分類F(小 5で、「友だちからたたかれたりけられた

りすることjが fよくあるj、など〉では、友だちから

たたかれた号、あるいは、友だちをけられたりするこ

とは、いずれの時期においても、翌年の“社会的ルー

ル違反領向"の高さに影響を及ぼすことがわかるo 中

1から中2では、「テレビに登場する人のようになりた

いと思ったことjという要因が、同じ要素を持ったも

81 



表e社会的ルール違反傾向の富さと関連する概念(男子〉
分要医となった

類 持期

A 小5(Tl) 
小 6(T2) 
中日T3)

社会的jレール違反傾向の高さ

社会的ルール違反傾向の高さ

要菌となった項目

バラエティ番組などで笑いをとるために他の人に物をなげたりたたいたりから

かったりする場面に対して「わら笑いをとるためにはやってもかまわないjに

近い
f笑いやコン介在どCノヴエティjをよぐ居-3

バラエティ番組などで笑いをとるために他の人に物をなげたりたたいたりから

かったりする場面に対して fわら笑いをとるためにはやってもかまわないjに
近い
テレビゲームの楽しいところ門司度もやり蓋せるととj

B 1.ト5

小6

中I

C 小5
小6

中1

1週間当たり11時過ぎまで起きている日数が多い
(保)r子どもに見せたくない内容はチャンネルを変えたりして見せないjこと
を「ょくするj

〈保)Iテレビゲームは暴力を正当な手段として扱っているJと思う
f友だちをたたいたりけったザすることjが fよくあるjほう
f一緒tこいたずらをする友だちjが「いるj
アレどグ-.A(J)薬乙いところ f亥だちと共還の話題忌乎ZFて手ごとj
暴力シーンを見た時「スカッとするj

スポーツは得意なほうだ
スポーツは得意なlまうだ
〈保)対象児に関する悩み fテレビゲームばかりしている」

勉強は得意なほうだ

何
一
日
一
川
村
判
一
れ
れ
引
一
川
村

D

E

F

G

 

社会的ノレール違反傾向の高さ

相談ごとをしたり、信の入には言えない秘密を教えあう友だちがいない

下線付き太字:翌年にも、また、 T4[中2時]にも直護影響を及;ました要因

斜体:翌年への影響要因にはならなかったが、 T4[中2時]へのみ直接影響を及ぼした要因

ゴシック:翌年への影響要因となり、 T4[中2時]の影響要因にはならなかった要因(ただし、中 1から中2は、翌年

とT4への影響が同じものを示す。〉

中1

のとしてまとめられた。

小 6・中 1では、「イライラするj頻度の高さ(分類

B)が、翌年の“社会的yレール違反額向"の高さに影

響を与えた。これは、後述の、“不安な気持ちの現れ"

に含まれる項目であるo

以上のことから、女子でも子どもによっては、小学

生の頃から自分専用のテレビを持っていること、テレ

ビが「なくてはならないJと患っていること、テレビ

ゲームを持っていること、などが友だち関係、や、生活

の乱れとともに、その後の行動〈“社会的ルール違反傾

向勺に影響を及ぼしている可能性がある自

m)不安な気持ちの現れの特'註

小学5年生から中学2年生の各時期において、“不安

な気持ちの現れ"と関連の強い要因(項目〉を、相関

係数の検討により抽出した。(表8:男子、表9:女子)
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その結果、男女とも、“社会的lレーノレ違反額向"の高さ、

友だちに叩かれたり醸られたりすること、友だちを叩

いたり蹴ったりすること、家族でいることが楽しいと

感じないこと、両親に大切に思ってくれているとは思

わないほう、 11時過ぎまで起きている司数の多さが、

小・中学生の“不安な気持ちの現れ"の高さと関連し

ていたD さらに、男子では、保護者の不安が高いこと、

12時過ぎまでおきている日数の多さが、女子では、勉

強が得意ではないこと、友だちのことを?出んでいるこ

とが、小・中学生に共通して“不安な気持ちの現れ"の

高さと関連した。

上述の要因の中にテレピやメディアに関するものは

含まれていなかったが、小学生と中学生で比較した結

果、小学生の“不安な気持ちの現れ"の高い子どもの

特性としては、男子では、テレビの必要性が高いこと、



分要因となっ
類た時期

A 小5(T1) 
小6(T2) 
中1(T3) 

B IJ¥5 
4¥8 
中1

C IJ¥5 
小8
中1

D IJ¥5 
4、s

中1

E IJ¥5 

小8
中1

F !j¥5 
小8
中1

G IJ¥5 
小6
中1

H 小5
小S

中I

I 小5

小6
中1

J 小5
小6
中1

K 小5
!j¥8 

表7 社会的ルール違反領向の高さと関連する概念〈女子)

要因となった項目

社会的jレール違反煩向の高さ

社会的ルール違反預向の高さ
社会的ルール違反額向の高さ
一緒にいたずらをする友だちがいる

イライラすることカ宝よくあるほう

イライラすることがよくあるほう

スポーツは得意なほうだ

子ども専用のものとして「テレビ」を持っている
子ども専用のものとして「テレビJを持っている

(テレどを〉夢中になって見ることがある

テレビは fなくてはならないものJ
子ども専用のものとして「テレビゲーム機jを持っている

平B1Bあたりの視聴時間が長い
l送調忌た!J11巧遁fよまで志きてい-38数Zう渉い
(保〉悩み f子どもの成績のことJで踏んでいる

友だちからたたかれたりけられたりすることがよくある

友だちをたたいたりけったりすることがよくある
fテレビに登場する人物のようになりたいと思ったことjがある

f家族のこと」で'踏んでいる

fアニメ・マンガ」をよく見る
f歌番組・音楽番組jをよく見る

fニュース」をあまり見ない
テレビゲームで遊んだ後「疲れた感じがjしない
〈保)rテレビゲームは子どものストレス発散に役立つているjとは思わない

〈保)対象児が放課後何をしているか知らない

中1 保) (テレどは〉家族や友人・知人と共通の話題ができると思う

下緯付き太字:翌年にも、また、 T4[中2時]にも重接影響を及ぼした要国
斜体:翌年への影響要因に誌ならなかったが、 T4[中2時]へのみ直接影響を及ぼした要因

ゴシック:翌年への影響要国となり、 T4[中2持]の影響要国にはならなかった要国(ただし、中 1から中2
は、翌年とT4への彰響が同じものを示す。〉

テレゼゲームの楽しいこととして「何度もやりなおせ

ることjをあげること、女子では、保護者の不安が高

いことがあげられた。中学生の小学生の“不安な気持

ちの現れ"の高さと関連する要因としては、男子では、

子ども部屋にテレビがあること、仲良しとして「くや

しい気持ちを言えるj、fいっしょにいたずらをするJ

友だちがいること、家族のことを悩んでいることなど

が、女子では、テレビで出てきたはやりのことばをす

ぐに震うこと、 12時過ぎまで起きている日数が多いこ

と、部活動に積極的に参加していないこと、保護者の

養育態度に一貫性がみられないことがあがった。

n)不安な気持ちの現れの高さに影響を与えた要毘の

分類

“社会的ルール違反領自"の高さに影響を与えた要菌

の分類と同様に、その後の子どもの“不安な気持ちの

現れ"の高さに影響を与えたと思われる要因を主成分

分析により、要因数をまとめた後、残った要因全てを
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表8 各時期の不安な気持ちの現れと関連の強い要因〈男子)

'J¥ 5 (T1) 小6 (T2) 中 1 (T3) 中2 (T4) 

社会的ルール違反額向が高い
友だちに叩かれたり蹴られたりすること、友だちを叩いたり蹴ったりすること、仲間はずれにすることが多い

休み時間、独りでいること、仲間はずれにされることが多い

保護者の不安な気持ちの現れが高い

自己概念:ひとりでいるのが好きなほうだ
1週間当たり11時過ぎまでおきている日数が多い
1週間当たり12時過ぎまでおきている日数が多い

学校が楽しくない
担任の先生は自分のよいところをわかってくれるとは思わない

悩みごと:性格のこと

f悩みごとはない」に「いいえJ
家族と一緒にいることが楽しくない

お母さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わない抵う

お父さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

テレビの必要性が高い | 子ども部室にテレビがある
テレビゲームの楽しいところ:何度もやりなおせる

こと
仲良し:くやしい気持ちを言える友だちがいる

仲良し:一緒にいたずらをする友だち
錨みごと:家族のこと

家庭でのメディア:ビデオ

表 9 各時期の不安な気持ちの現れと関連の強い要因{女子)

小5 (Tl)小6 (T2) 中1 (T3) 中2 (T4) 

社会的ルール違反額自が高い

友だちに叩かれたり蹴られたりすること、友だちを叩いたり蹴ったりすること、仲間はずれにすることが多い

休み時間、独りでいること、仲間はずれにされることが多い

1還問当たD11時過ぎまでおきている巨数が多い
学校が楽しくない

担任の先生は自分のよいところをわかってくれるとは思わない

勉強が得意ではない

脳みごと:友だちのこと

悩みごと:性格のこと

「悩みごとはないjに「いいえj

家族と一緒にいることが楽しくない

お母さんはいつでも自分のことを大切に患ってくれているとは思わないほう

お父さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

保護者の不安が高い | テレビにでたはやりのことばをすぐに震う
1週間当たり12時過ぎまでおきている日数が多い

部活動を頑張っていない

家庭でのメディア:携帯電話、 PHS
子どもが毘じことをしても、時によって叱ったり放っ

ておいたりしてしまう

T(n-l}での独立変数(原因となる要因)とし、 Tωでの

“不安な気持ちの現れ"の高さを従罷変数(結果とな

る要因)とした続断的な重自霜分析※ポこより検討した

高い子どもは、中 2でも高い額向がみられる〉が、そ

れ以外の要因では、突出して強く規定するものはなく、

ここでも複数の要毘が、弱いながらも、複合的に作用

することで、後々の子どもの“不安な気持ちの現れ"

の高さに影響を及ぼす要毘となることが示されたが、

テレビ視聴に関する要因誌ほとんどあがっていない。

影響プロセスも、男女で異なるものでるったので、次

に紹介するD

(2<n<4 : nは時期を現す〉。その結果、後述の表

10-----11に示す要因が、主たる影響要思となった。それ

までの“不安な気持ちの現れ"の高さがその後の子ど

もの“不安な気持ちの現れ"の高さを比較的強く規定

した{つまり、小5時点で“不安な気持ちの現れ"が
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{i) 男子の“不安な気持ちの現れ"の高さに影響を

与えた要因

男子の“不安な気持ちの現れ"を高める要国として、

表10の具体的項目があげられ、さらに、主成分分析に

より、 A---.....Kの11に分類できたo (同じ分類としてカテ

ゴリ化された項弓には、類似した性質の子どもが分類

されていると推測できるJこれらの 7分類に棺当する

要因が、援合的記作用したとき、子どもの“不安な気

持ちの現れ"を高める可能性が示唆されたD

表 6を詳しくみていくと、まず小5・小6での保護

者の子どものモニタリングの低さく放課後子どもが何

分要因となっ
類た時期

A 小5(T1) 
4¥6 (T2) 
中1(T3) 

吉小5

小8

中I

C 小5
小6
中1
D IJ¥5 
小8
中1

E IJ、5
4¥8 

中1

F 小5
小8
中1

G IJ¥5 

付
制
一
村
付
制
一
村
一
円
引
一
れ
い
れ
判

E

I

J

 

をやっているのか知らない状態:分類C)が、翌年だ

けでなく、中2(T4)の“不安な気持ちの現れ"の高

さに影響を及ぼしていることがわかるo

この廷かで辻、小5での保護者の悩み〈子どもの成

績:分類H)が翌年の子どもの“不安な気持ちの現れ"

の高さに影響しているD 思春期は、保護者の心配事、

あるい辻、探護者のテレビ視聴をはじめとする生活習

慣が、敏感に子どもに伝わる時期である o 保護者と子

どもの関穏に自を向けることが重要であろう D

小6以鋒で辻、悩み・菰独に関わる要因{分類D)

が翌年の“不安な気持ちの現れ"の高さに影響を与え

表10 不安な気持ちの現れの高さと関連する概念(男子)

要冨となった項目

不安な気持ちの現れの高さ
不安な気持ちの現れの高さ
不安な気持ちの現れの高さ

「テレビゲームは実際なかなか体験できないことを疑似体験させてくれるJと認識
している
「テレビゲームは実擦なかなか体験できないことを疑似体験させてくれるjと認識
していない

(保〉対象克が放課後何をしているか知らない
(保)対象児が放課後伺をしているか知らない

悩み事 f特にないJに「いいえj
悩み事子性格のこと」で脳んでいる
休み時間ひとりでいることがよくある

「テレビを一人で見ることが多いjに「いいえJ
rfiiJる (fjjぃ事を)fjjっていないjに fいいえj
(保〉対象克に関する悩み事 fいうことをきかない」に「いいえj
担任の先生は自分のよいところを分かつてくれるとは思わない

(保)rテレビは見るだけでいろいろなことがわかるjに「いいえj
テレビはなくてはならないもの
暴力シーンを見たとき「自分もそこに入りたいと患うjに「いいえj

テレビゲームの楽しいところとして「友だちと共通の話題がもてることj
子ども専用の物として「ラジオjを持っている

悩み事 f健康や身体のことjを悩んでいる
(保〉子どもの或績のことで悩んでいる

友だちは多いほう
子ども専用の物として「テレどjを持っている

(探)rドラマjをよく見る
(保)r歌番組・音楽番組」をよく見る

K IJ¥5 
小6 平日1日あたりテレビゲームで遊ぶ時間が少ない
中1 r習い事Jvこ夢中になっている

下線付き太字:翌年にも、また、 T4[中2時]にも直接影響を及ぼした要因
斜体:翌年への影響要因にはならなかったが、 T4[中2碍]へのみ直譲影響を及iました要因
ゴシック:翌年への影響要国となり、 T4[中2時]の影響要因にはならなかった要国(ただし、中 1から中2は、翌年
とT4への影響が同じものを示す。)
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た(小6で、脳み事「特にないjに「いいえj、など)。

分類Eより(小5で、テレどを fひとりで見ること

が多いJ~こ「いいえj、小 6 で、保護者が対象見に関す

る'悩み事として「いうことをきかないjに「いいえム

中Iで、 f担任の先生は自分のよいところをわかって

くれるjとは思わない、などとの関係がみられること

から)、一見良い子に晃られるが、内面で法問題を抱え

ている可能性のある子どもがいて、そのような子ども

の状況が、“不安な気持ちの現れ"を高めている可能性

がある。“不安な気持ちの現れ"は、“社会的ノレール違

分要望となっ
類た時期

A 小5(T1) 
ベト6(T2) 

中 1(T3) 

B 小5

小6

中I
C IJ、5
小6
中1
D IJ¥5 
小6
中1

E 三ト5

付
制
一
れ
れ
判
一
川

F

G

 

れ
判
一
れ
れ
判
一

M
M
判

H

I

 

反傾向"とは異なり、外から泣見えにくい子どもの問

題性が存在するのかもしれない。

(出i註叫i詰) 女子の

与えた要菌

女子の“不安な気持ちの現れ"を高める要因として、

表11の具体的項目があげられた。さらに、主成分分析

により、A，，-，玄の11に分類できた。間じ分類としてカテ

ゴリ化された項目には、類似した性質の子どもが分類

されていると推諜できるo これらの7分類に相当する

要因が、複合的に作用したとき、子どもの“不安な気

表11 不安な気持ちの王殿Lの高さと関連する概念〈女子)

要因となった項目

不安な気持ちの現れの高さ
不安な気持ちの現れの高さ
揮しい気持ちを言える友だちがいる
不安な気持ちの現れの高さ

踏み事「性格のことjで悩んでいる
i踏み事「友だちのことjで悩んでいる
鉱ぷ事f亥万ちのごとjてS儲んでい-3
友だちから無視されることがよくある
友だちの言いなりになることがよくある

(保)I子どもの成績のことjで悩んでいる
f鐸)r得に悠ふ討をいjに fいい之j
fスポーツは得意なほうだ」に fいいえj

fスポーツjに夢中になっていない
子ども専用の物として「テレビゲームjを持っている
子ども専用の物として「パソコンjを持っている

コマーシャルで見たものを思わず買ってしまったことがある

1週間当たり11時過ぎまで起きている日数が多い

学校が楽しくない
「勉強jに夢中になっていない
fピアノ・エレクトーンなどの音楽の習い事jを習っている
(保)子どもの受験のことで踏んでいない

(保)Iテレビゲームは子どもに空想と現実の区腐をつかなくさせるJ~こ fいいえj
(保)Iテレビゲームは子どもの生活リズムをくずす」に「いいえj

暴力シーンを見たとき「実際のことで、はないので、シラける」に「いいえj
諮み事「鍵康や身体のことjに悩んでいる

J 小5
IJ¥ 6 
中1 〈保)Iアニメ・マンガjをあまり見ない

{保)現在の生活に満足していない

K 小5
小6 テレビをひとりで見ることが多い
中1 I英会話jを習っている

下線付き太字:翌年にも、また、 T4[中2時]にも直接影響を及;ました要墨
斜体:翌年への影響要国2こはならなかったが、 T4[中2時]へのみ直接影響を及ぽした要菌
ゴシック:翌年への影響要国となり、 T4[中2時]の第響要国にはならなかった要密(ただし、中 lから中2辻、翌年
とT4への影響が詞じものを示す。〉
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持ちの現れ"を高める可能性が示唆された。 無藤藍.JII浦康至・角谷詩織. (2004).青少年への

分類B(小5で、楢み事F性格のことjで悩んでいる、 テレビメディアの影響調査第3田 (2002年度)謂

なりより、悩み事や友だち関係上のトラブノレが、女 査報告書.放送と青少年に関する委員会

子の“不安な気持ちの瑳れ"の高さに震予響を与える可

能性が示唆された。特に、小5(T1)での悩み事で「友

だちのことjを持つことが、翌年だけでなく、中2で

の“不安な気持ちの現れ"の高さに影響している。

分類D (小5で、「スポーツは得意なほうだJ~こ「い

いえj、など)より、スポーツが好きなことは、“不安

な気持ちの現れ"の低さをと関連しているo 同議のカ

テゴリが、一方では“社会的lレール違反傾向"の高さ

をと関連することも併せると、活発な子どもは、(比較

的対外的な問題性を呈しやすく、内向的な開題性は呈

しにくい可能性がある口〉

小5における fテレビゲームjや「パソコンjなど

の子ども専用のメディア所有〈分類E) も関連してい

る。“社会的ルール違反傾向"の高さに対しては、メディ

アとしてのテレビ所有が要因となったが、テレビゲー

ムやパソコンは“不安な気持ちの現れ"の要冒となっ

ていることから、メディアの種類によって、子どもへ

の影響の仕方に違いが見られることが推鴻できょう c

小5・4寸・中 1とも、項目は変化するが、「学校・

学業への関心や意欲の低さ(分類G)Jも、翌年の“不

安な気持ちの現れ"の高さに影響を与えている(小5

で、学校が楽しくない、など)0“不安な気持ちの現れ"

は、抑うつ傾向につながりうる症状である。学業へ心

意欲や関心の低下からは、その後のより深刻な子ども

の心理的問題性につながる可能性が懸念される G
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